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【要  旨】  
背景：小児腎移植の分野において最終身長の正常化は、目標とすべき課題で                                    
ある。今回我々は、正常な最終身長に到達する最適な方法を調査するために後
方視的に小児腎移植患者の成長および最終身長の検討をおこなった。                                                                        
方法：小児腎移植後の最終身長に影響を及ぼす要因は、多岐にわたり複雑で
あるため、今回我々は、持続的に移植腎機能が良好であり、最終身長に到達す
るまでにステロイドの最小化を達成できた 13 症例を選択した。                                     
結果： 13 症例の eGFR は、 72.1 ± 15.3 ml/min/1.73m 2 でステロイドの平均
隔日投与量は、最終身長到達時に 0.05 ± 0.05 mg/kg であった。経過良好にも
かかわらず、4 例 (30.8%：思春期前移植例が 1 例、思春期移植例が 3 例 )が、移
植から最終身長到達までに身長 SD スコアの低下を認めた。さらに 4 例のうち 2
例（男児）は、最終身長が SD <-2 であった。                                  
結論：経過良好にもかかわらず、最終身長は最適とは言い難かった。良好な
移植腎機能の保持やステロイドの最小化だけでなく、更なる治療として、ステ
ロイドアボイダンスや早期ステロイド離脱、rhGH 療法などが、一部の症例にお
いて正常な最終身長を目指すのに必要と考えられた。                                    
